
4) まとめ

① 琵琶湖は例年1～2月頃に、水深方向の水温が均一にな

り、大循環を生じ、秋～冬季に低下していた深層の溶存酸

素が大幅に回復します。

② 3～4月頃の琵琶湖底層溶存酸素の変化は小さく、また、

融雪出水量と秋～冬季の底層溶存酸素の低下状況との

関係はみられません。

③ 姉川河口における現地調査の結果、流入した河川水（に

ごり）の先端付近で流向が乱れています。河口から数百m

付近では湖流が支配的となっており、湖中央に向かう流れ

は確認されませんでした。

４－８０



④ 琵琶湖に存在する溶存酸素量と姉川・高時川から流入す

る溶存酸素量の概略の比較計算を行うと、琵琶湖の溶存

酸素量は、約200,000～300,000ｔであるのに対し、姉川か

らの溶存酸素流入量は、最大月で約1,300ｔとわずかです。

⑤ 以上のことから、姉川・高時川の雪解け水が琵琶湖の溶

存酸素の変化に与える影響は小さいと考えられます。な

お、今後も追加調査を行いデータの蓄積を図り検討してい

きます。
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大幅に貯水池の運用を変更するため、
ダム放流水質の予測を行います。また、
そのダム水質に基づき下流河川、琵琶湖
への影響を検討します。

(３)ダムの放流水質
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（４） 土砂移動

1)姉川・高時川の現状

2)長期的・広域的な土砂移動

3)丹生ダムにおける堆砂

4)まとめ

ダムは土砂移動の連続性を遮断するため、
下流河川、琵琶湖への影響について検討しま
す。
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4)まとめ

① 丹生ダムによる姉川・高時川への影響は、現状で数多くの河川

横断構造物、砂防ダムが存在していることと合わせて考える必

要があります。また丹生ダム流域の山林面積は北湖流域全体の

山林面積の5.4％であり、丹生ダムによる琵琶湖への影響は琵

琶湖流域全体の検討と合わせて考える必要があります。

② 姉川河口地形変化等から見られるように、土砂移動は長期的・

広域的な現象であると考えられます。

③ 丹生ダム地点では100年間の堆砂量として約７００万m3を見込ん

でいます。

④ 以上を踏まえ、丹生ダムでは土砂移動の連続性の確保の対策

を検討します。
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ダムは回遊魚の移動を遮断することが
考えられますが、丹生ダムについては、次
のように考えます。

(5) 回遊魚への影響
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琵琶湖の水位低下抑制のための丹生ダムからの
補給による琵琶湖および姉川・高時川の自然環境に
及ぼす影響について、さらに詳細な調査検討を行い
ます。

貯水池規模の見直し並びに貯水池運用の変更に
伴う環境等の諸調査を行います。

土砂移動の連続性を確保する方策の検討を行い
ます。

第５章 まとめ
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第４編

第６章 丹生ダムのこれまでの経緯
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琵琶湖総合開発は、琵琶湖の下流地域での､
都市の発展､産業の振興などのための水を確保
し多くの利益を与えていますが、一方、湖水位を
低下させるため､琵琶湖を多方面に利用している
滋賀県民にさまざまな影響を及ぼしています。
よって､このアンバランスを是正するため､琵琶
湖とその周辺の住民の福祉増進に必要な地域整
備事業を実施することとなっています。その地域
整備事業の一つが丹生ダムの建設です。

琵琶湖総合開発事業での丹生ダムの
位置づけ
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丹生ダムのこれまでの経緯ならびに進捗
状況
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Ｓ６２．１１ 高時川治水対策促進協議会 発足

高時川沿岸の関係１市７町（長浜市、浅井町、虎姫
町、湖北町、びわ町、高月町、木之本町、余呉町）の長
を委員として組織。

高時川ダム（現 丹生ダム）建設事業の促進と、その
達成を図ることを協議会の目的とし、ダムの洪水調節
機能および流水の正常な機能の維持のために果たす
役割に期待。
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丹生ダムの進捗状況

補償の進捗（Ｈ１５．４現在）

・事業用地の取得契約 水没地 ８８％
※国有林の取得以外の貯水池予定地の買収は終了しています。

・移転家屋の移転契約 ４０戸 １００％

付替道路の進捗（Ｈ１５．４現在）

・付替道路の進捗率 ４３％

（全長１７，６００ｍのうち７，６００ｍが

完成又は施工中）
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第４編

第７章 まとめ
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まとめ

①琵琶湖における急速な水位低下が生態系に及ぼ
す影響の軽減策を緊急に実施する必要があります。
急激な水位低下の抑制策としては、丹生ダム等の貯
留施設が有効です。また、琵琶湖への補給水を活用
して淀川水系の異常渇水時に緊急水を補給すること
ができます。

②姉川・高時川では瀬切れが毎年のように発生して
おり、河川の生態系や利用の観点から、緊急に保
全・再生を図る必要があります。丹生ダムからの補給
は、瀬切れ解消等の河川環境の保全・再生を行うこ
とに有効です。
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③姉川・高時川の洪水被害軽減のため、治水対策が
必要です。このためには、丹生ダムの建設が有効で
す。なお、滋賀県の整備計画との整合を図ります。
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今後、調査･検討しなければならない事項

① 琵琶湖の水位低下抑制のための丹生ダムから
の補給による効果と、その自然環境に及ぼす影
響について、さらに詳細な調査検討

② 貯水池規模の見直し並びに貯水池運用の変更
に伴う環境等の諸調査

③ 土砂移動の連続性を確保する方策の検討

④ 利水について、早急な水需要の精査確認
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